
第 1 回 越前市子ども・子育て会議 

 

日時：令和６年５月３１日（金）１８時３０分から 

場所：越前市市民プラザたけふ「福祉健康センター」 

４階多目的ホール 

【１部】 

１ 開会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ 市長あいさつ 

 

４ 委員紹介 

 

５ 会長選任 

 

６ 会議 

会長あいさつ 

会長職務代理者の指定 

 

【２部】 

７ 議事 

（１）越前市子ども・子育て会議の審議内容及びスケジュールについて       資料１ 

（２）令和５年度事業評価について                       資料２ 

（３）こども計画に係るニーズ調査の結果について                資料３ 

 

８ こどものＶｉｅｗ（ｓ）について 【講師：仁愛大学 石川昭義 副学長】 

 

９ 意見交換 

 

10 その他 

 

11 閉会 



○越前市子ども・子育て会議設置規則 

平成２６年３月２７日 

規則第１０号 

(設置) 

第１条 子ども・子育て支援法(平成２４年法律第６５号)第７２条第１項及

び越前市附属機関設置条例(平成２４年越前市条例第２号)第２条の規定に

基づき、子ども・子育て支援に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図

るため、越前市子ども・子育て会議(以下「子ども・子育て会議」とい

う。)を設置する。 

(令５規則１６・令６規則１・一部改正) 

(所掌事務) 

第２条 子ども・子育て会議は、次に掲げる事項について調査審議する。 

(１) 特定教育・保育施設の利用定員に関する事項 

(２) 地域型保育事業の利用定員に関する事項 

(３) 越前市子ども・子育て支援事業計画に関する事項 

(４) 次世代育成支援対策推進法(平成１５年法律第１２０号)第８条に定

める市町村行動計画に基づく措置の実施状況 

(５) こども基本法(令和４年法律第７７号)第１０条第２項に定める市町

村におけるこども施策についての計画に関する事項 

(６) 前各号に掲げるもののほか、子ども・子育て支援に関する施策の総

合的かつ計画的な推進に関する事項及び当該施策の実施状況 

(令６規則１・追加) 

(組織) 

第３条 子ども・子育て会議は、委員２１人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(１) 学識経験を有する者 

(２) 関係行政機関の職員 

(３) 前２号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

(令６規則１・旧第２条繰下) 

資料１－１ 



(任期) 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

(令６規則１・旧第３条繰下) 

(会長) 

第５条 子ども・子育て会議に会長を置き、委員の互選によってこれを定め

る。 

２ 会長は、子ども・子育て会議を代表し、会務を総理する。 

３ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長の指定する委員がその職務を

代理する。 

(令６規則１・旧第４条繰下) 

(会議) 

第６条 子ども・子育て会議は、会長が招集し、会議の議長となる。 

２ 子ども・子育て会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができ

ない。 

３ 子ども・子育て会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のと

きは、会長の決するところによる。 

(令６規則１・旧第５条繰下) 

(報酬) 

第７条 委員の報酬は、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例(平成１７年越前市条例第４４号)及び特別職の職員で非常勤の

ものの報酬及び費用弁償に関する条例施行規則(平成２４年越前市規則第１

３号)の定めるところによる。 

(令６規則１・旧第６条繰下) 

(意見の聴取等) 

第８条 子ども・子育て会議は、必要があると認めるときは、委員以外の者

を会議に出席させ、その説明又は意見を聴くことができる。 

(令６規則１・旧第７条繰下) 



(庶務) 

第９条 子ども・子育て会議の庶務は、越前市行政組織規則(平成１７年越前

市規則第１０号)別表第５に定める課において処理する。 

(令６規則１・旧第８条繰下) 

(その他) 

第１０条 この規則に定めるもののほか、子ども・子育て会議の運営に関し

必要な事項は、市長が定める。 

(令６規則１・旧第９条繰下) 

附 則 

(施行期日) 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

(会議招集等の特例) 

２ 会長が互選されるまでの間、会議の招集及び運営は、市長が行う。 

(越前市次世代育成推進協議会設置規則の廃止) 

３ 越前市次世代育成推進協議会設置規則(平成２４年越前市規則第３０号)

は、廃止する。 

附 則(令和５年３月２４日規則第１６号) 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則(令和６年１月１２日規則第１号) 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 
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台
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催
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催
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台
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仁
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会
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Ａ
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仁
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保
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越

前
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私
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松
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前
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校
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﨑
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仲
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こ
ど

も
計

画
・

子
ど

も
条

例
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

つ
い

て
（

案
）

市
内
高
校
・
仁
愛
大
学

関
係
団
体

（
１
）
対
象

武
生
高
校

武
生
東
高
校

武
生
商
工
高
校

（
商
業
キ
ャ
ン
パ
ス
か
工
業

キ
ャ
ン
パ
ス
）

仁
愛
大
学

５
団
体

・
教
育
者
・
保
育
者
関
係
団
体

・
保
護
者
関
係
団
体

・
こ
ど
も
居
場
所
関
係
団
体

・
児
童
養
護
施
設

（
２
）
実
施
時
期

６
月
中
旬
～
７
月

１
１
月
中
旬
～
１
２
月
中
旬

（
３
）
出
席
依
頼
人
数

１
５
人

１
５
人

１
５
人

１
５
人

１
団
体
あ
た
り
５
人
程
度

（
４
）
出
席
委
員

・
竹
内
委
員

・
橋
本
委
員

・
山
﨑
委
員

・
髙
橋
委
員

・
小
泉
委
員

・
見
延
委
員

・
山
田
委
員

・
松
村
委
員

・
大
塚
委
員

・
石
川
委
員

・
山
本
委
員

・
髙
田
委
員

後
日
依
頼

（
５
）
事
務
局

須
本
・
山
岸
・
Ｗ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

小
川
・
河
田
・
Ｗ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

倉
橋
・
牧
野
・
Ｗ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

牧
田
・
明
城
・
Ｗ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

後
日
決
定

（
６
）
内
容

全
体
で
９
０
分
（
休
憩
時
間
を
含
む
）

①
こ
ど
も
基
本
法
の
基
本
理
念
、
こ
ど
も
大
綱
に
つ
い
て
説
明
（
１
５
分
）

こ
ど
も
の
権
利
、
こ
ど
も
の
V
ie
w(
s)
、
こ
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
つ
い
て

②
学
生
を
５
人
ず
つ
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
意
見
交
換
（
５
０
分
）

テ
ー
マ
の
説
明

テ
ー
マ
例
（
学
校
か
ら
事
前
募
集
も
可
）

・
自
分
の
権
利
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

・
自
分
ら
し
く
居
ら
れ
る
居
場
所
と
は

・
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
安
心
し
て
こ
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
た
め
に
、
ど
ん
な
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
。

・
共
働
き
・
共
育
て
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

③
ま
と
め
（
１
０
分
）

委
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
含
む

④
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
（
５
分
）

１
回
あ
た
り
６
０
分

①
子
ど
も
条
例
改
正
素
案
と

こ
ど
も
計
画
素
案
に
つ
い

て
説
明
（
１
５
分
）

②
意
見
交
換
（
４
５
分
）
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１
　

利
用

者
支

援
事

業
（
１
－

１
、
１
－

２
）　

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く

。
　
子

ど
も

・
子

育
て

相
談

窓
口

に
つ

い
て

、
子

育
て

世
代

等
へ

の
周

知
を

強
化

し
て

い
く

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
子

育
て

に
役

立
つ

情
報

発
信

等
を

強
化

す
る

。
今

後
も

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

、
関

係
機

関
と

連
携

を
よ

り
一

層
強

化
し

、
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
。

２
　

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
事

業
　

単
位

：
延

べ
人

数

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
市

全
体

の
子

育
て

支
援

体
制

を
考

え
る

中
で

、
支

援
セ

ン
タ

ー
に

来
所

で
き

な
い

家
庭

へ
ア

プ
ロ

ー
チ

を
す

る
た

め
、
母

子
保

健
事

業
等

で
の

声
か

け
を

強
化

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

S
N

S
等

を
活

用
し

た
周

知
も

継
続

し
て

い
く

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

子
ど

も
の

成
長

発
達

や
育

児
相

談
に

応
じ

、
親

の
子

育
て

不
安

等
の

解
消

に
努

め
て

い
く

。
ま

た
、
親

子
の

交
流

の
場

と
し

て
、
情

報
交

換
や

友
達

づ
く

り
が

で
き

る
よ

う
支

援
し

て
い

く
。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
子

育
て

支
援

実
施

事
業

所
5

事
業

所
と

の
情

報
交

換
を

図
り

な
が

ら
連

携
を

深
め

、
適

切
な

機
関

に
つ

な
ぐ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

■
施

設
箇

所

計
画

数
基

本
型

1
箇

所
母

子
保

健
型

1
箇

所

基
本

型
：
R

1
.1

1
月

よ
り

実
施

（
1
箇

所
）
て

ん
ぐ

ち
ゃ

ん
広

場
母

子
保

健
型

：
H

2
7

年
度

よ
り

実
施

（
1
箇

所
）
越

前
市

役
所

健
康

増
進

課
実

施
箇

所
数

成
果

の
内

容

基
本

型
：
利

用
者

支
援

専
門

員
を

中
心

に
、
そ

れ
ぞ

れ
の

家
庭

の
希

望
や

状
況

に
応

じ
た

的
確

　
　
　
　
　
な

情
報

提
供

や
き

め
細

か
な

相
談

対
応

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

母
子

保
健

型
：
子

育
て

世
代

が
安

心
安

全
に

出
産

育
児

を
行

え
る

よ
う

、
妊

娠
期

か
ら

医
療

機
　
　
　
　
　
　
　
　
関

や
母

子
保

健
、
子

育
て

支
援

機
関

が
連

携
し

て
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容

　
各

種
子

育
て

支
援

サ
ー

ビ
ス

機
関

や
医

療
機

関
、
子

ど
も

・
子

育
て

総
合

相
談

室
、
健

康
増

進
課

等
が

連
携

を
と

り
な

が
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

家
庭

の
希

望
や

状
況

に
応

じ
た

的
確

な
情

報
提

供
や

き
め

細
か

な
相

談
対

応
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

子
育

て
家

庭
の

親
子

が
交

流
を

図
る

場
所

を
開

設
し

、
子

育
て

に
つ

い
て

の
相

談
、
情

報
提

供
、
そ

の
他

の
援

助
を

行
う

事
業

地
域

の
子

育
て

関
連

の
情

報
提

供
を

行
い

、
子

育
て

に
関

す
る

支
援

を
行

う
。
週

3
日

以
上

、
１
日

5
時

間
以

上
開

設
。

(基
本

型
）子

育
て

中
の

家
庭

の
身

近
な

場
所

に
お

い
て

、
利

用
者

支
援

専
門

員
を

配
置

し
、
教

育
・保

育
・
保

健
や

地
域

の
子

育
て

支
援

事
業

な
ど

の
情

報
提

供
や

、
必

要
に

応
じ

相
談

・助
言

を
行

う
と

と
も

に
、
関

係
機

関
と

の
連

絡
調

整
等

を
行

う
事

業
。

(母
子

保
健

型
）妊

娠
期

か
ら

子
育

て
期

に
わ

た
る

ま
で

の
母

子
保

健
や

育
児

に
関

す
る

様
々

な
悩

み
等

に
円

滑
に

対
応

す
る

た
め

、
保

健
セ

ン
タ

ー
等

に
お

い
て

、
保

健
師

等
が

専
門

的
な

見
地

か
ら

相
談

支
援

等
を

実
施

し
、
妊

娠
期

か
ら

子
育

て
期

に
わ

た
る

ま
で

の
切

れ
目

な
い

支
援

を
行

う
事

業
。

実
施

状
況

・分
析

指
標

　
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

５
事

業
所

及
び

そ
の

他
の

子
育

て
支

援
実

施
事

業
所

と
子

ど
も

・
子

育
て

総
合

相
談

室
、
健

康
増

進
課

が
連

携
を

と
り

な
が

ら
、
気

が
か

り
な

子
ど

も
や

家
庭

の
支

援
に

つ
な

ぐ
こ

と
が

で
き

た
。

実
施

状
況

・分
析

指
標

■
施

設
4

箇
所

計
画

数
4

2
,0

0
0

人

実
施

施
設

：
5

箇
所

（
ピ

ノ
キ

オ
・
フ

ォ
ル

マ
シ

オ
ー

ン
・
い

ま
だ

て
・
一

陽
・
ハ

ー
ツ

き
っ

ず
た

け
ふ

）
R

5
年

度
年

間
利

用
人

数
：
ピ

ノ
キ

オ
5

4
,8

4
5

人
、
フ

ォ
ル

マ
シ

オ
ー

ン
1
,8

6
4

人
、

い
ま

だ
て

3
,7

9
5

人
、
一

陽
7

,4
6

4
人

、
ハ

ー
ツ

き
っ

ず
た

け
ふ

1
,6

0
9

人
　
　
計

6
9

,5
7

7
人

実
施

箇
所

数
利

用
者

数

成
果

の
内

容

　
子

育
て

中
の

母
親

は
、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

に
来

所
す

る
こ

と
に

よ
り

、
職

員
や

先
輩

マ
マ

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
受

け
た

り
、
交

流
す

る
こ

と
で

子
育

て
に

対
す

る
肯

定
感

が
得

ら
れ

る
。

育
児

の
孤

立
化

が
解

消
さ

れ
る

。
さ

ら
に

、
気

が
か

り
な

子
や

気
が

か
り

な
家

庭
を

発
見

し
、

支
援

に
つ

な
ぐ

こ
と

が
で

き
た

。
　
新

型
コ

ロ
ナ

が
５

類
に

移
行

し
、
広

場
の

解
放

制
限

・
人

数
制

限
を

緩
和

し
た

こ
と

に
よ

り
、
全

体
の

利
用

者
数

は
増

加
し

た
。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容

-
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 -



３
　

妊
婦

健
康

診
査

　
単

位
：
延

べ
回

数

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
妊

娠
期

か
ら

妊
婦

及
び

胎
児

の
、
心

身
の

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

た
め

、
妊

娠
届

出
時

等
の

状
況

も
踏

ま
え

、
気

が
か

り
な

妊
婦

健
診

結
果

情
報

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

、
必

要
な

支
援

に
繋

げ
て

い
く

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
支

援
が

必
要

な
妊

婦
に

対
し

て
、
妊

婦
健

診
実

施
機

関
と

の
情

報
共

有
や

支
援

の
連

携
を

強
化

し
て

い
く

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
妊

娠
期

か
ら

の
医

療
施

設
等

と
の

連
携

体
制

を
構

築
し

、
妊

娠
期

～
産

後
と

切
れ

目
な

く
支

援
を

継
続

し
て

い
け

る
よ

う
情

報
共

有
に

努
め

て
い

く
。

４
　

乳
児

家
庭

全
戸

訪
問

事
業

（こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
事

業
）

単
位

：
実

人
数

事
業

内
容

生
後

４
か

月
ま

で
の

乳
児

の
い

る
全

て
の

家
庭

を
訪

問
し

、
子

育
て

支
援

に
関

す
る

情
報

提
供

や
養

育
環

境
の

把
握

を
行

う
事

業

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
医

療
機

関
や

こ
ど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
と

相
互

に
連

携
し

、
妊

娠
期

か
ら

課
題

が
重

複
し

継
続

し
た

支
援

が
必

要
な

家
庭

に
つ

い
て

は
、
早

期
か

ら
介

入
で

き
る

よ
う

努
め

る
。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
妊

娠
～

出
産

～
育

児
と

、
切

れ
目

な
く

継
続

的
な

支
援

を
行

え
る

よ
う

、
今

後
も

妊
娠

期
か

ら
の

情
報

把
握

に
努

め
、
ハ

イ
リ

ス
ク

・
特

定
妊

婦
や

要
支

援
家

庭
に

は
早

期
か

ら
の

介
入

に
努

め
る

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
必

要
時

に
は

県
外

の
医

療
施

設
等

と
も

連
携

し
、
妊

娠
期

～
産

後
と

切
れ

目
な

く
支

援
を

継
続

し
て

い
け

る
よ

う
情

報
共

有
に

努
め

て
い

く
。

妊
婦

と
胎

児
の

健
康

の
保

持
及

び
増

進
を

図
る

た
め

、
妊

婦
に

対
す

る
定

期
健

康
診

査
と

し
て

、
①

母
児

の
健

康
状

態
の

把
握

、
②

検
査

計
測

、
③

保
健

指
導

を
実

施
す

る
と

と
も

に
妊

娠
期

間
中

の
適

時
に

必
要

に
応

じ
た

医
学

的
検

査
を

実
施

す
る

事
業

実
施

状
況

・分
析

指
標

実
施

状
況

・分
析

指
標

■
計

画
数

5
9

4
人

／
乳

児
数

6
0

0
人

（9
9

.8
％

）

　
訪

問
対

象
児

5
2

8
人

中
5

2
7

人
訪

問
。
（
郵

便
対

応
0

件
、
電

話
確

認
0

件
）

　
未

訪
問

の
1
人

は
長

期
入

院
中

の
た

め
、
訪

問
未

実
施

と
な

っ
て

い
る

。
　
特

定
妊

婦
、
要

フ
ォ

ロ
ー

家
庭

等
に

つ
い

て
は

市
保

健
師

が
、
そ

れ
以

外
の

乳
児

は
在

宅
保

健
師

・
在

宅
助

産
師

が
訪

問
し

て
い

る
。
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

で
は

、
特

定
妊

婦
や

要
フ

ォ
ロ

ー
家

庭
に

妊
娠

中
に

電
話

や
訪

問
を

し
、
生

ま
れ

る
前

か
ら

の
継

続
し

た
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
が

で
き

な
か

っ
た

家
庭

は
、
電

話
で

状
況

確
認

及
び

乳
児

健
診

、
予

防
接

種
、
5

か
月

児
セ

ミ
ナ

ー
で

確
認

し
て

い
る

。

訪
問

件
数

訪
問

率

成
果

の
内

容

　
妊

娠
期

か
ら

支
援

介
入

し
て

い
る

特
定

妊
婦

だ
け

で
な

く
、
一

般
妊

婦
に

も
全

て
専

門
職

に
よ

る
訪

問
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
子

育
て

に
関

す
る

不
安

や
悩

み
に

答
え

た
り

、
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
つ

な
げ

る
こ

と
に

よ
り

、
乳

児
家

庭
の

孤
立

化
が

予
防

で
き

た
。
エ

ジ
ン

バ
ラ

に
よ

る
客

観
的

な
指

標
も

、
潜

在
的

な
ニ

ー
ズ

の
掘

り
起

こ
し

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

■
計

画
数

6
,8

4
4

回
(5

8
0

人
×

1
1
.8

回
)

　
県

内
産

科
医

療
機

関
、
助

産
所

に
お

い
て

、
妊

娠
全

期
を

通
し

て
計

1
4

回
の

健
診

費
用

助
成

を
実

施
。
県

外
受

診
者

に
つ

い
て

は
、
還

付
申

請
に

て
費

用
助

成
。

　
特

定
・
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
婦

や
異

常
継

続
の

妊
婦

等
に

対
し

て
は

健
診

後
の

支
援

に
も

繋
げ

て
い

る
。

　
受

診
数

　
延

6
,2

1
3

回
（
県

外
受

診
者

含
ま

ず
）

受
診

回
数

成
果

の
内

容

　
妊

娠
初

期
、
中

期
、
後

期
に

使
用

で
き

る
 

 
 

受
診

券
を

設
定

。
特

に
 

券
は

血
液

検
査

も
併

用
使

用
す

る
よ

う
券

を
設

定
。
 

 
券

に
は

血
液

検
査

も
実

施
す

る
よ

う
に

設
定

し
て

い
る

。
ま

た
、
妊

娠
全

期
に

使
用

で
き

る
「
フ

リ
ー

券
」
を

1
1
回

分
設

定
し

て
い

る
こ

と
で

、
健

康
状

態
に

合
わ

せ
て

使
用

し
や

す
く

受
診

控
え

防
止

に
も

つ
な

が
っ

て
い

る
。
（
妊

婦
健

診
受

診
券

1
4

回
）
ま

た
、
妊

娠
期

か
ら

の
支

援
に

お
い

て
、
健

診
結

果
を

活
用

し
て

よ
り

的
確

な
支

援
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容
　
妊

娠
中

か
ら

継
続

支
援

が
必

要
と

思
わ

れ
る

家
庭

に
対

し
て

、
産

科
病

院
や

助
産

所
な

ど
の

専
門

機
関

、
相

談
機

関
、
適

切
な

子
育

て
支

援
サ

ー
ビ

ス
機

関
等

と
連

携
し

、
必

要
な

支
援

に
繋

げ
た

。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容
　
医

療
機

関
と

は
、
県

内
で

統
一

さ
れ

て
い

る
妊

婦
・
親

子
連

絡
票

を
用

い
て

連
携

し
支

援
し

て
い

る
。
ま

た
、
子

育
て

の
相

談
機

関
、
子

育
て

支
援

サ
ー

ビ
ス

機
関

等
と

連
携

し
、
必

要
な

支
援

に
繋

げ
た

。

-
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５
-１

　
養

育
支

援
訪

問
事

業
　

　
単

位
：
延

べ
件

数

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
し

、
関

係
機

関
と

連
携

を
と

り
な

が
ら

支
援

の
方

向
性

を
共

有
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

分
担

に
基

づ
い

て
、
子

ど
も

と
家

庭
の

支
援

を
行

っ
て

い
く

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画
　
支

援
を

要
す

る
家

庭
と

子
ど

も
を

把
握

し
、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

訪
問

等
に

よ
り

、
必

要
な

支
援

に
結

び
付

け
、
生

活
の

安
定

を
目

指
し

て
い

く
。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
関

係
機

関
と

支
援

の
方

向
性

を
共

有
し

な
が

ら
連

携
を

よ
り

一
層

強
化

す
る

。

５
-２

　
子

ど
も

を
守

る
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

能
強

化
事

業
　

単
位

：
実

件
数

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

、
こ

ど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

が
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

調
整

機
関

と
し

て
、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

実
施

す
る

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

必
要

に
応

じ
て

個
別

ケ
ー

ス
会

議
を

実
施

し
、
必

要
な

支
援

に
つ

な
げ

る
。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

関
係

機
関

の
連

携
を

進
め

、
母

子
保

健
分

野
と

の
連

携
も

さ
ら

に
強

化
す

る
こ

と
で

、
支

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

と
家

庭
に

対
応

す
る

。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容

　
子

ど
も

・
子

育
て

総
合

相
談

室
、
健

康
増

進
課

、
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
・
小

規
模

保
育

事
業

所
・
幼

稚
園

、
学

校
等

、
子

育
て

支
援

サ
ー

ビ
ス

機
関

、
医

療
機

関
、
県

児
童

相
談

所
等

関
係

機
関

と
の

連
携

を
充

実
さ

せ
た

。

成
果

の
内

容

　
家

庭
状

況
が

不
安

定
で

あ
っ

た
り

、
妊

娠
中

か
ら

の
経

過
や

子
育

て
に

不
安

が
あ

る
よ

う
な

家
庭

に
対

し
て

、
安

心
、
安

全
、
安

定
し

た
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

支
援

が
で

き
た

。

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

、
保

育
所

・認
定

こ
ど

も
園

・小
規

模
保

育
事

業
所

・幼
稚

園
、
学

校
、
医

療
機

関
等

関
係

機
関

か
ら

の
情

報
等

に
よ

り
、
養

育
支

援
が

特
に

必
要

な
家

庭
に

対
し

、
保

健
師

等
に

よ
る

訪
問

に
よ

り
養

育
に

関
す

る
必

要
な

支
援

を
行

う
事

業

実
施

状
況

・分
析

指
標

■
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に

お
け

る
新

規
相

談
件

数

　
　
1
6

0
件

　
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
が

調
整

機
関

と
な

り
、
保

育
所

、
幼

稚
園

、
学

校
、
地

域
等

関
係

機
関

と
連

携
し

た
。
ま

た
、
庁

内
の

関
係

各
課

と
の

連
携

を
強

化
し

て
実

施
し

た
。

　
　
新

規
相

談
実

件
数

：
7

2
件

　
　
 　

 ケ
ー

ス
会

議
の

開
催

：
3

8
0

件
　
　
ケ

ー
ス

進
行

管
理

会
議

：
１
４

回

相
談

件
数

成
果

の
内

容

　
関

係
機

関
が

情
報

を
共

有
し

援
助

方
針

を
確

認
し

た
上

で
、
役

割
分

担
の

も
と

、
支

援
の

必
要

な
子

ど
も

と
家

庭
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容

　
関

係
機

関
が

情
報

を
共

有
し

援
助

方
針

を
確

認
し

た
上

で
、
役

割
分

担
の

も
と

、
支

援
の

必
要

な
子

ど
も

と
家

庭
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

■
対

象
者

　
2

4
0

人

訪
問

延
べ

件
数

：
2

6
4

件
　
子

ど
も

・
子

育
て

総
合

相
談

室
、
健

康
増

進
課

、
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
・
小

規
模

保
育

事
業

所
・
幼

稚
園

、
学

校
、
子

育
て

支
援

サ
ー

ビ
ス

機
関

、
医

療
機

関
等

と
連

携
し

、
家

庭
訪

問
に

よ
る

支
援

を
実

施
。
妊

婦
に

つ
い

て
は

母
子

手
帳

交
付

時
全

員
に

ア
ン

ケ
ー

ト
及

び
面

接
を

実
施

し
必

要
に

応
じ

て
支

援
し

て
い

る
。
外

国
籍

親
子

へ
の

対
応

も
増

え
て

き
て

お
り

、
ケ

ー
ス

ご
と

に
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

対
応

し
て

い
る

。

訪
問

指
導

件
数

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

（子
ど

も
を

守
る

地
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）の
機

能
強

化
を

図
る

た
め

、
調

整
機

関
職

員
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

員
（
関

係
機

関
）
の

専
門

性
強

化
と

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

関
間

の
連

携
強

化
を

図
る

取
組

を
実

施
す

る
事

業

実
施

状
況

・分
析

指
標

-
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６
　

子
育

て
短

期
支

援
事

業
　

単
位

：
延

べ
人

数

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
す

み
ず

み
子

育
て

サ
ポ

ー
ト

事
業

、
母

子
家

庭
等

日
常

生
活

支
援

事
業

等
他

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
と

調
整

し
て

実
施

す
る

。
　
必

要
と

し
て

い
る

人
に

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

で
き

る
よ

う
調

整
す

る
。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

児
童

養
護

施
設

等
実

施
機

関
等

と
連

携
を

取
り

な
が

ら
、
支

援
す

る
。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

実
施

事
業

所
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
支

援
す

る
。

■
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ 施

設
数

　
2

箇
所

計
画

数
　
5

0
人

　 ■
ト

ワ
イ

ラ
イ

ト
ス

テ
イ

施
設

数
　
2

箇
所

計
画

数
　
5

人

実
施

施
設

　
2

箇
所

（
済

生
会

乳
児

院
・
児

童
養

護
施

設
一

陽
）

R
5

年
度

利
用

者
数

　
①

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
　
　
　
延

べ
人

数
：
1
0

5
人

（
実

人
数

：
1
8

人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

　
　
②

ト
ワ

イ
ラ

イ
ト

ス
テ

ィ
　
延

べ
人

数
：
4

人
（
実

人
数

：
2

人
）

　
す

み
ず

み
子

育
て

サ
ポ

ー
ト

事
業

、
母

子
家

庭
等

日
常

生
活

支
援

事
業

等
の

サ
ー

ビ
ス

と
調

整
し

て
利

用
し

て
い

る
。

利
用

者
数

成
果

の
内

容

　
一

時
的

な
預

か
り

に
つ

い
て

、
保

護
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
　
よ

り
家

庭
的

な
雰

囲
気

で
の

預
か

り
を

提
供

す
る

た
め

に
、
児

童
養

護
施

設
一

陽
を

通
じ

て
里

親
宅

で
の

預
か

り
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
、
利

用
者

の
増

加
に

つ
な

が
っ

た
。

　
支

援
（
サ

ー
ビ

ス
）
を

必
要

と
す

る
家

庭
と

関
わ

り
な

が
ら

、
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

の
み

に
な

ら
ず

、
子

育
て

、
家

庭
の

安
定

等
相

談
に

応
じ

る
こ

と
が

で
き

た
。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容

①
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

：保
護

者
が

疾
病

等
の

理
由

に
よ

り
、
家

庭
に

お
け

る
児

童
の

養
育

が
一

時
的

に
困

難
と

な
っ

た
場

合
に

、
当

該
児

童
を

児
童

養
護

施
設

等
に

お
い

て
、
一

時
的

に
養

育
又

は
保

護
す

る
事

業
②

ト
ワ

イ
ラ

イ
ト

ス
テ

イ
事

業
：保

護
者

が
仕

事
そ

の
他

の
理

由
に

よ
り

、
夜

間
に

不
在

と
な

り
、
家

庭
に

お
い

て
児

童
を

養
育

す
る

こ
と

が
困

難
と

な
っ

た
場

合
等

に
児

童
養

護
施

設
等

に
お

い
て

、
保

護
し

、
生

活
指

導
、
食

事
の

提
供

等
を

行
う

事
業

実
施

状
況

・分
析

指
標

　
福

井
県

済
生

会
乳

児
院

、
児

童
養

護
施

設
一

陽
、
児

童
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
、
そ

の
他

子
育

て
支

援
事

業
実

施
事

業
所

と
連

携
し

な
が

ら
子

ど
も

に
と

っ
て

最
善

の
環

境
を

考
え

実
施

し
た

。

-
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７
-１

　
一

時
預

か
り

事
業

　
単

位
：
延

べ
人

数

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
保

護
者

に
対

す
る

育
児

支
援

、
家

庭
で

保
育

さ
れ

る
児

童
の

健
全

な
育

成
及

び
福

祉
の

向
上

を
図

る
た

め
、
今

後
も

市
内

の
全

て
の

園
で

実
施

し
て

い
く

よ
う

働
き

か
け

る
。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す
る

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す
る

。

７
-２

　
一

時
預

か
り

事
業

（す
み

ず
み

子
育

て
サ

ポ
ー

ト
事

業
）　

単
位

：
延

べ
人

数

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
R

5
年

1
2

月
か

ら
実

施
施

設
に

子
育

て
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
と

ら
い

あ
ん

ぐ
る

を
追

加
し

、
6

施
設

で
実

施
。
キ

ッ
ズ

・
ベ

ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

派
遣

事
業

で
あ

る
ふ

く
育

さ
ん

派
遣

事
業

の
委

託
業

者
で

あ
る

と
ら

い
あ

ん
ぐ

る
を

加
え

、
さ

ら
な

る
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

る
。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す
る

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す
る

。

　
実

施
施

設
と

密
に

連
絡

・
連

携
を

図
り

、
受

け
入

れ
を

行
っ

た
。

■
施

設
数

公
立

保
育

所
3

箇
所 公

立
認

定
こ

ど
も

園
5

箇
所

民
間

保
育

所
4

箇
所 民

間
認

定
こ

ど
も

園
1
2

箇
所

民
間

小
規

模
保

育
事

業
所

1
箇

所
民

間
幼

稚
園

3
箇

所 計
画

数
　
2

,1
0

0
人

認
定

こ
ど

も
園

・
保

育
所

：
公

立
・
民

間
園

全
園

で
実

施
。
R

5
年

度
利

用
者

数
　
①

一
般

型
：

8
6

2
人

、
②

幼
稚

園
型

（
認

定
こ

ど
も

園
の

み
）
：
7

3
1
人

幼
稚

園
：
民

間
園

3
箇

所
で

実
施

し
、
週

5
日

対
応

。
R

5
年

度
利

用
者

数
　
2

3
,2

0
3

人
　
内

訳
：
①

一
般

型
：
7

0
8

人
、
②

幼
稚

園
型

：
2

2
,4

9
5

人

　
R

４
年

9
月

よ
り

県
内

一
斉

に
開

始
し

た
世

帯
第

２
子

目
以

降
（
多

胎
児

の
場

合
は

第
１
子

目
か

ら
）
利

用
時

の
利

用
料

軽
減

に
つ

い
て

も
、
市

内
全

施
設

に
て

対
応

を
継

続
し

て
い

る
。

利
用

者
数

成
果

の
内

容
　
保

護
者

の
不

定
期

な
就

労
や

疾
病

、
育

児
疲

れ
な

ど
、
家

庭
で

の
保

育
が

一
時

的
に

困
難

な
場

合
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

で
、
安

心
し

て
家

庭
で

の
保

育
が

で
き

る
。
な

お
、
施

設
型

給
付

費
を

受
け

る
幼

稚
園

に
お

い
て

、
制

度
の

周
知

が
図

ら
れ

、
継

続
的

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容

①
一

般
型

：一
時

的
に

家
庭

で
の

保
育

を
受

け
る

こ
と

が
困

難
な

乳
幼

児
に

つ
い

て
、
認

定
こ

ど
も

園
・
保

育
所

に
お

い
て

、
そ

の
開

所
時

間
の

範
囲

で
一

時
的

に
預

か
る

事
業

②
幼

稚
園

型
：１

号
認

定
の

児
童

に
つ

い
て

、
認

定
こ

ど
も

園
や

施
設

型
給

付
費

を
受

け
る

幼
稚

園
に

お
い

て
、
教

育
時

間
以

降
や

長
期

休
業

期
間

の
預

か
り

を
実

施
す

る
事

業

就
職

活
動

や
疾

病
、
事

故
そ

の
他

の
や

む
を

得
な

い
事

由
に

よ
り

家
庭

で
の

保
育

が
困

難
な

時
に

、
子

育
て

家
庭

と
妊

婦
家

庭
（
初

産
）
に

対
し

、
一

時
預

か
り

や
家

事
援

助
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
事

業
（妊

婦
家

庭
（初

産
）は

、
家

事
援

助
の

み
）

実
施

状
況

・分
析

指
標

実
施

状
況

・分
析

指
標

■
施

設
数

　
　
5

箇
所

計
画

数
2

,0
0

0
人

　
5

実
施

施
設

（
N

P
O

法
人

子
ど

も
セ

ン
タ

ー
ピ

ノ
キ

オ
、
ハ

ー
ツ

き
っ

ず
た

け
ふ

、
ハ

ー
ツ

き
っ

ず
さ

ば
え

、
県

民
せ

い
き

ょ
う

き
ら

め
き

く
ら

し
サ

ポ
ー

ト
、
（
医

）
野

尻
医

院
）
で

実
施

。
　
R

5
年

度
利

用
実

績
数

：
3

,1
0

3
人

、
年

間
利

用
実

績
時

間
：
1
4

,3
4

3
.7

5
時

間

R
４

年
9

月
よ

り
県

内
一

斉
に

開
始

し
た

世
帯

第
２

子
目

以
降

（
多

胎
児

の
場

合
は

第
１
子

目
か

ら
）
利

用
時

の
利

用
料

軽
減

に
つ

い
て

も
、
市

内
全

施
設

お
よ

び
市

と
契

約
施

設
に

て
対

応
。

市
民

か
ら

の
ニ

ー
ズ

は
高

く
、
利

用
者

数
・
利

用
時

間
と

も
に

大
幅

に
増

加
傾

向
で

あ
る

。

利
用

者
数

成
果

の
内

容
　
保

護
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
　
支

援
（
サ

ー
ビ

ス
）
を

必
要

と
す

る
家

庭
と

関
わ

り
な

が
ら

、
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

の
み

な
ら

ず
、

子
育

て
、
家

庭
の

安
定

等
相

談
に

も
応

じ
る

こ
と

が
で

き
た

。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容
　
実

施
施

設
と

こ
ど

も
家

庭
課

が
密

に
連

絡
・
連

携
を

図
り

、
支

援
の

必
要

な
家

庭
に

サ
ー

ビ
ス

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
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８
　

延
長

保
育

　
単

位
：
延

べ
人

数

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
保

護
者

の
就

労
形

態
は

多
様

化
し

て
い

る
。
今

後
も

市
内

の
全

て
の

園
で

の
実

施
を

維
持

す
る

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す
る

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す
る

。

９
　

休
日

保
育

　
単

位
：
延

べ
人

数

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
多

様
化

す
る

保
護

者
の

就
労

形
態

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

継
続

し
て

実
施

。
・
Ｒ

6
年

４
月

開
所

の
Ｈ

Ａ
Ｇ

Ｕ
Ｋ

Ｕ
Ｍ

Ｕ
保

育
園

で
市

内
の

入
園

児
童

を
対

象
に

休
日

保
育

を
実

施
。

・
認

定
こ

ど
も

園
あ

わ
た

べ
で

の
休

日
保

育
は

Ｒ
6

年
9

月
で

終
了

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す
る

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す
る

。

認
定

こ
ど

も
園

・保
育

所
・小

規
模

保
育

事
業

所
に

お
い

て
、
保

育
認

定
を

受
け

た
児

童
の

保
育

を
、
通

常
の

利
用

以
外

の
時

間
等

に
引

き
続

き
実

施
す

る
事

業

実
施

状
況

・分
析

指
標

成
果

の
内

容

　
保

育
時

間
を

延
長

し
て

児
童

を
預

け
ら

れ
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

で
、
保

護
者

が
安

心
し

て
就

労
で

き
た

。

■
施

設
数

民
間

認
定

こ
ど

も
園

1
箇

所
　 計

画
数

　
4

0
人

認
定

こ
ど

も
園

あ
わ

た
べ

で
実

施
。
市

内
の

認
定

こ
ど

も
園

・
保

育
所

の
入

園
児

童
対

象
。

Ｒ
５

年
度

利
用

　
実

人
数

6
人

（
延

べ
6

人
）

実
施

施
設

数
利

用
者

数

成
果

の
内

容

　
日

曜
・
祝

日
の

保
育

を
実

施
す

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
で

、
保

護
者

が
日

曜
・
祝

日
も

安
心

し
て

就
労

で
き

る
。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容

保
育

認
定

を
受

け
た

児
童

が
、
保

護
者

の
就

労
に

よ
り

日
曜

・祝
日

に
家

庭
で

の
保

育
が

困
難

な
時

に
、
認

定
こ

ど
も

園
・
保

育
所

に
お

い
て

日
曜

・
祝

日
の

保
育

を
実

施
す

る
事

業

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容

　
認

定
こ

ど
も

園
・
保

育
所

・
小

規
模

保
育

事
業

所
と

こ
ど

も
家

庭
課

が
密

に
連

絡
・
連

携
を

図
り

、
保

育
を

実
施

し
て

い
る

。

実
施

状
況

・分
析

指
標

　
実

施
施

設
と

こ
ど

も
家

庭
課

が
連

絡
・
連

携
を

図
り

、
保

育
を

実
施

し
て

い
る

。

■
施

設
数

公
立

保
育

所
3

箇
所 公

立
認

定
こ

ど
も

園
5

箇
所

民
間

保
育

所
3

箇
所 民

間
認

定
こ

ど
も

園
1
3

2
箇

所
民

間
小

規
模

保
育

事
業

所
1
箇

所

計
画

数
4

,2
5

0
人

認
定

こ
ど

も
園

・
保

育
所

・
小

規
模

保
育

事
業

所
全

2
5

園
に

て
、
午

後
7

時
ま

で
保

育
を

実
施

。
R

5
年

度
延

べ
利

用
者

数
：
保

育
標

準
時

間
　
3

,9
8

6
人

、
保

育
短

時
間

　
1
,8

3
7

人
利

用
者

数

-
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１
０

　
病

児
・
病

後
児

保
育

事
業

　
単

位
：
延

べ
人

数

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

・
市

内
で

は
、
病

児
デ

イ
ケ

ア
施

設
「
ま

ま
の

て
（
野

尻
医

院
）
」
で

実
施

。
・
鯖

江
市

、
越

前
町

、
福

井
市

、
南

越
前

町
、
池

田
町

と
広

域
契

約
も

継
続

し
て

実
施

。
・
利

用
料

助
成

対
象

者
に

対
す

る
支

援
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

今
後

も
、
継

続
し

て
実

施
す

る
。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

今
後

も
、
実

施
施

設
と

担
当

課
が

連
携

を
取

り
な

が
ら

継
続

し
て

対
応

す
る

。

１
１
　

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

　
単

位
：
実

人
数

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
放

課
後

子
ど

も
教

室
と

の
連

携
を

進
め

る
と

と
も

に
、
特

に
飽

和
状

態
に

あ
る

小
学

校
区

に
お

い
て

は
、
引

き
続

き
既

存
施

設
等

の
活

用
を

基
本

と
し

た
定

員
拡

充
の

方
策

を
検

討
す

る
。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く

。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

、
関

係
機

関
と

連
携

を
よ

り
一

層
強

化
し

、
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
。

保
護

者
が

就
労

等
に

よ
り

昼
間

家
庭

に
い

な
い

小
学

生
に

対
し

、
授

業
の

終
了

後
や

休
業

日
に

小
学

校
の

余
裕

教
室

、
児

童
館

等
を

利
用

し
て

適
切

な
遊

び
や

生
活

の
場

を
提

供
し

、
そ

の
健

全
な

育
成

を
図

る
。

実
施

状
況

・分
析

実
施

状
況

・分
析

指
標

指
標

病
気

の
児

童
に

つ
い

て
、
病

院
・
保

育
所

等
に

付
設

さ
れ

た
専

用
ス

ペ
ー

ス
等

に
お

い
て

、
看

護
師

等
が

一
時

的
に

保
育

等
を

行
う

■
計

画
数

　
　
7

7
0

人

・
市

内
で

は
、
病

児
デ

イ
ケ

ア
施

設
「
ま

ま
の

て
（
野

尻
医

院
）
」
で

実
施

。
・
鯖

江
市

、
越

前
町

、
福

井
市

、
南

越
前

町
、
池

田
町

と
広

域
契

約
し

て
い

る
。

R
5

年
度

延
べ

利
用

人
数

：
市

内
　
3

1
0

人
　
市

外
（
広

域
）
　
2

2
8

人

H
3

0
年

度
よ

り
、
生

活
保

護
・
非

課
税

世
帯

・
ひ

と
り

親
世

帯
等

に
対

す
る

利
用

料
助

成
を

実
施

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
R

４
年

9
月

よ
り

県
内

一
斉

に
実

施
し

た
世

帯
第

２
子

目
以

降
（
多

胎
児

の
場

合
は

第
１
子

目
か

ら
）
に

対
す

る
利

用
料

助
成

を
開

始
し

、
利

用
料

助
成

対
象

者
の

拡
充

を
継

続
中

。
利

用
者

数
は

増
加

傾
向

で
あ

る
。

利
用

者
数

成
果

の
内

容

子
ど

も
が

病
気

ま
た

は
病

気
回

復
期

に
保

護
者

の
仕

事
の

都
合

、
冠

婚
葬

祭
等

な
ど

の
理

由
で

看
護

で
き

な
い

と
き

の
支

援
が

で
き

た
。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容

実
施

施
設

と
担

当
課

が
連

携
を

取
り

な
が

ら
対

応

■
対

象
者

　
1
,0

8
1
人

実
施

施
設

数
　
3

0
箇

所
（
児

童
館

・
児

童
セ

ン
タ

ー
1
5

箇
所

、
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
1
0

箇
所

、
幼

稚
園

2
箇

所
、
医

療
法

人
1
箇

所
、
自

治
振

興
会

1
箇

所
、
保

護
者

会
1
箇

所
）

利
用

児
童

数
：
9

4
3

人
利

用
者

数

成
果

の
内

容

　
共

働
き

な
ど

の
理

由
に

よ
り

、
子

ど
も

の
放

課
後

等
の

時
間

を
監

護
で

き
な

い
家

庭
に

お
い

て
、
保

護
者

が
安

心
し

て
労

働
等

に
従

事
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
ま

た
、
異

年
齢

間
の

子
ど

も
同

士
の

交
流

を
通

じ
、
子

ど
も

の
社

会
性

を
育

む
こ

と
が

で
き

た
。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容

　
ク

ラ
ブ

の
運

営
は

各
運

営
主

体
や

地
域

ご
と

に
特

色
を

活
か

し
て

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

気
が

か
り

な
子

ど
も

や
外

国
籍

児
童

に
つ

い
て

、
必

要
に

応
じ

子
ど

も
・
子

育
て

総
合

相
談

室
や

学
校

と
も

連
携

を
取

り
な

が
ら

受
入

れ
を

行
っ

た
。
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１
２

　
放

課
後

子
ど

も
教

室
　

単
位

：
実

人
数

事
業

内
容

計
画

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
と

の
連

携
を

図
り

、
子

ど
も

教
室

と
児

童
ク

ラ
ブ

の
一

体
型

事
業

を
支

援
す

る
。

6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

継
続

し
て

い
く

。 6
年

度
へ

の
反

映
計

画

　
今

後
も

関
係

機
関

と
協

力
し

て
継

続
し

て
実

施
予

定
。

　
地

域
に

よ
っ

て
指

導
者

数
や

教
室

の
内

容
・
回

数
に

差
異

が
あ

る
た

め
、
地

域
の

指
導

者
が

少
な

い
地

域
で

は
、
リ

ー
ダ

ー
バ

ン
ク

の
人

材
活

用
を

勧
め

る
な

ど
、
学

習
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

地
域

間
で

の
差

異
を

減
ら

す
よ

う
努

め
て

い
る

。

実
施

状
況

・分
析

指
標

■
計

画
数

2
2

0
人

・
市

内
全

小
学

校
区

で
実

施
（
1
7

地
区

）
・
子

ど
も

の
1
日

あ
た

り
の

参
加

人
数

2
2

5
人

(1
7

地
区

合
計

)
利

用
者

数

成
果

の
内

容

　
地

域
住

民
の

協
力

を
得

て
、
定

期
的

に
行

う
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

ほ
か

、
新

幹
線

開
業

に
向

け
た

活
動

や
地

域
の

伝
統

に
触

れ
る

活
動

な
ど

様
々

な
教

室
を

開
催

し
た

。
ま

た
、
外

国
人

の
児

童
が

多
い

地
区

で
は

、
日

本
語

や
勉

強
補

助
の

教
室

を
開

催
す

る
な

ど
、
地

区
の

特
徴

に
応

じ
て

様
々

な
子

ど
も

た
ち

が
参

加
で

き
る

よ
う

に
活

動
の

幅
を

広
げ

て
い

る
。

連
携

・協
力

・協
働

の
内

容

放
課

後
等

に
子

ど
も

が
安

心
し

て
活

動
で

き
る

場
の

確
保

を
図

る
と

と
も

に
、
次

世
代

を
担

う
児

童
の

健
全

育
成

を
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

に
、
安

全
・
安

心
な

子
ど

も
の

活
動

拠
点

場
所

（居
場

所
）を

設
け

、
地

域
住

民
の

参
画

に
よ

り
、
勉

強
、
ス

ポ
ー

ツ
、
文

化
活

動
及

び
地

域
住

民
と

の
交

流
活

動
を

行
う

。
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越前市子ども条例に関する調査
結果報告書

令和６年５月

越前市市民福祉部こども未来課

資料３－１



調査の概要

Ⅰ　調査の概要

１．調査の目的

２．調査の名称

３．調査方法と調査期間

調査対象 ①就学前児童（0歳～5歳）の保護者 900人

②就学児童（小学1年生・小学3年生）の保護者 300人

③小学5年生・中学2年生の保護者 小学5年生 673人

中学2年生 715人

④小学3年生、小学5年生、中学2年生のこども

小学3年生 699人

小学5年生 673人

中学2年生 715人

⑤市内15歳～39歳の若者 1,200人

調査方法

調査期間 ③及び④

令和６年２月１４日（水）～２月２９日（木）

①、②及び⑤

令和６年２月２８日（水）～３月１３日（水）

　こども・若者の育成と問題解決に関するさまざまな施策を推進するために策
定する「越前市こども計画」並びに「越前市子ども条例」を改正する予定であ
り、今後のこども・若者支援施策を検討するうえでの基礎資料とするために実
施。

⑤市内15歳～39歳の若者には、ＱＲコード付きハガキを調査
対象者に郵送し、ＷＥＢ上で回答。

「越前市こども・子育て支援、こどもの生活に関するニーズ調査（就学前児童
保護者、就学児童保護者）」「越前市こども・若者の意識に関する調査」

①就学前児童の保護者及び②就学児童の保護者には、郵送に
よる配布・回収。

③及び④小学5年生、中学2年生の保護者・こどもには、学校
を通してＱＲコード付きの依頼文を送付し、ＷＥＢ上で回
答。

1



４．調査回収状況

配付数 有効回答数 回収率

④中学2年生のこども

⑤15歳～39歳のこども・若者

③中学2年生の保護者

415 58.0%

252 21.0%1,200

715

715 271 37.9%

④小学5年生のこども 673 445 66.1%

①就学前児童（0歳～5歳）の保護者

②就学児童（小学1年生・小学3年生）の保護者

900 398 44.2%

300 140 46.7%

④小学3年生のこども 699 500 71.5%

③小学5年生の保護者 673 341 50.7%

2



調査の結果

Ⅱ　調査の結果

１．こども基本法の認知度
●こども基本法の認知度について、「知らなかった」「聞いたことはあるが、内容は
知らない」と回答した割合が保護者の90.4％、児童・生徒・若者の95.4％となり、９
割以上が内容を知らないという結果になった。

就学前児童保護者n=398、就学児童保護者n=140、小5保護者n=341、
中2保護者n=271、全体n=1,150

小3児童n=500、小5児童n=445、中2生徒n=415、15～39歳の若者n=252

●児童・生徒・若者については、年代が上がるに伴い、「こども基本法」の名称を聞
いたことがある割合は増加傾向にある。

保護者

児童・生徒・15～39歳の若者
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２．こどもの権利の認知度

（４）出会い場の機会利用希望

就学前児童保護者n=398、就学児童保護者n=140、小5保護者n=341、
中2保護者n=271、全体n=1,150

小3児童n=500、小5児童n=445、中2生徒n=415、15～39歳の若者n=252

●こどもの権利の認知度について、「知らなかった」「聞いたことはあるが、内容は
知らない」と回答した割合が保護者の82.4％、児童・生徒・若者の90.8％となり、8割
以上が内容を知らないという結果になった。

N=11

（複数回答）

【見合い】

保護者

児童・生徒・15～39歳の若者児童・生徒・15～39歳の若者
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３．こどもの発達に応じて「こどもの権利」を考慮しているか。

○こどもの権利が守られていると思うか。

●保護者では「十分に考慮している」「多少考慮している」と回答した割合が80.8％
となったのに対し、児童・生徒・若者では、73.4％となっており、意識の差があっ
た。

就学前児童保護者n=398、就学児童保護者n=140、小5保護者n=341、
中2保護者n=271、全体n=1,150

小3児童n=500、小5児童n=445、中2生徒n=415、15～39歳の若者n=252

※15～39歳の若者には、こどもの権利が守られていたと思いますか。という設問

保護者

児童・生徒・15～39歳の若者児童・生徒・15～39歳の若者
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４．こどもの意見表明権

（複数回答）

小3児童n=500、小5児童n=445、中2生徒n=415、15～39歳の若者n=252

◇　意見を相手に伝える時にどのような方法・手段であれば伝えやすいか。

●ほとんどの保護者が、子どもの意見を聞くことは大切であると考えている。

●各年代とも①対面と回答した割合が一番多くなっている。

●年齢が上がるに伴い、④ＳＮＳと回答した割合が多くなっている。

就学前児童保護者n=398、就学児童保護者n=140、小5保護者n=341、
中2保護者n=271、全体n=1,150

◇　地域活動や市政運営において、子どもの意見を聞くことは大切であると思うか。

保護者

児童・生徒・15～39歳の若者児童・生徒・15～39歳の若者
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５．こどもの権利が守られているか確認するには、何が必要だと思うか。

（3つまで）

小3児童n=500、小5児童n=445、中2生徒n=415、15～39歳の若者n=252

全体n=1,150

６．あなたは、どのような相手（関係性）であれば、あなたの意見を伝えやす
いですか。（複数回答）

●小学生は親と回答した割合が最も多く、中学生は友だち・知人と回答した割合が最
も多くなっている。

●若者の約１割が「伝えやすい相手がいない」となっている。

●こどもの権利が守られているか確認する手段としては、ヒアリング・アンケート・
話し合いといった直接こどもが意見を表明できる手段が多くなっている。

保護者

児童・生徒・15～39歳の若者児童・生徒・15～39歳の若者
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資料３－２



■ 子育て支援に関するニーズ調査の概要 

  １ 調査方法と調査期間  

  ・郵送による配布・回収 

  ・２月２８日発送～３月１３日 

 

  ２ 対象者  

   令和５年１１月１日現在、越前市に住民登録のある児童の保護者 

対象 日本国籍 外国籍 合計 

就学前児童（０歳～５歳） ８４０人 ６０人 ９００人 

就学児童（小学１年生、小学３年生） ２８０人 ２０人 ３００人 

 

  ≪参考≫ ※前回調査状況 

   ・調査期間 平成３０年１１月１６日発送～１２月２８日 

対象 日本国籍 外国籍 合計 

就学前児童（０歳～５歳） １，７７０人 ８０人 １，８５０人 

就学児童（小学１年～４年生）   ６２０人 ３０人   ６５０人 

 

  ３ 調査の回収状況  

 

対象 
有効回答数 

（うち外国籍） 
回収率 

回収率 

（外国籍） 

Ｈ３０回収率 

（回答数） 

就学前児童 
３９９人 

（８人） 
４４．３％ １３．３％ 

６８．０％ 

（１，２５８人） 

就学児童 
１４０人 

（１人） 
４６．７％  ５．０％ 

６６．９％ 

（４３５人） 

合 計 
５３９人 

（９人） 
４４．９％ １１．３％ 

６７．７％ 

（１，６９３人） 

 

  

1



1人, 25.6%

1人, 17.1%

2人, 46.9%

2人, 52.1%

3人, 23.3%

3人, 25.7%

4人, 3.8%

4人, 4.3%

5人以上, 0.3%

無回答, 0.3%

無回答, 0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

小学生

きょうだい数（対象のお子さんを含めた人数） 就学前児童 回答数＝３９７ 小学生 回答数＝１３９ 

■ 越前市のこどもや家庭の現状と潜在ニーズ 

（１）対象児童を含めたきょうだい数 

● 就学前児童について、きょうだい数が「２人」と回答した割合が前回を３．５ポイント上回り、

「３人」と回答した割合が前回を３．２ポイント上回っている。 

● 小学生について、きょうだい数が「１人」と回答した割合が前回を１．９ポイント上回り、「２

人」と回答した割合が前回を７．５ポイント上回っている。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育てで気軽に相談できる相手 

● 就学前児童、小学生ともに、子育てをする上で、気軽に相談できる人が「いる/ある」と回答し 

ている割合は、それぞれ前回を３．２ポイント、４．４ポイント下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［就学前児童］ 回答数＝３９９ ［小学生］ 回答数＝１４０ 

子育てで気軽に相談できる人の有無 
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（３）子育てに関して気軽に相談できる先 

● 就学前児童、小学生ともに、「配偶者、パートナーや祖父母等の親族」と回答した割合が、それ 

ぞれ９６．５%、９０．４%と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）定期的な教育・保育事業の利用 

● 定期的な教育・保育事業を「利用している」と回答した割合は、前回を４．６ポイント上回って 

いる。定期的に利用している保育事業は、保育所・認定こども園（保育部）、事業所内保育施設、 

小規模保育事業所を合わせると、前回を４．１ポイント上回っており、保育ニーズが高まってい 

ることが分かる。 
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（５）母の就労状況 

● 就学前児童、小学生ともに、「フルタイム」「パート・アルバイト」と就労している母親は８割を

超えている。就学前児童の「フルタイム」就労については、前回を９．３ポイント上回ってお

り、保育ニーズの高まりとの関係が強いことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）就労していない父母の就労希望 

● １年より先、一番下の子どもの年齢によるが就労したい」、「すぐにでも、もしくは１年以内に

就労したい」と回答した割合が５８．２%いるが、前回を１７．９ポイント下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）母親が就労する場合の末子の年齢 

●「１歳」と回答した割合は、前回を９．５ポイント上回っている。 
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（８）育児休業から職場復帰時の子どもの年齢 

● 母親の職場復帰時の子どもの年齢は、「希望」は、１歳６か月以上が３２．２%となっているが、

「実際」は１歳６か月未満が６２．８%となっている。（７）、（８）により低年齢児の保育ニーズ   

が高いことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）一時預かり等の利用希望について 

● 一時預かり事業等を「利用したい」は前回を８．４ポイント下回っているが、一定数の利用ニ

ーズがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１０）子育て支援センターの利用の有無について 

● 子育て支援センターを「利用している」は、前回を１４．２ポイント上回っており、利用ニー

ズが高いことが分かる。 
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（１１）病児・病後児保育施設等の利用について 

● 病児・病後児保育施設等を「利用したいとは思わない」が、前回とほぼ同数である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２）放課後の時間を過ごしている場所について 

● 小学生が放課後過ごしている場所は、「自宅」が最も高く、次いで「習い事」、「放課後児童クラ

ブ」となっている。「放課後児童クラブ」については、前回を３．１ポイント下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１３）越前市が子どもを育てやすい環境であるかについて 

● 子どもを育てやすい環境にあるかについて、就学前児童、小学生ともに「そう思う」、「まあそ

う思う」を合わせると、それぞれ７１．９%、６５%が満足している結果となった。 
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回答数　６８

希望日数 希望者数

1 2

2 6

3 5

5 6

総数 19

利用希望者の内訳

利用した

い

27.9%

利用したいと思わな

い

7.4%

保育所等に在籍す

る予定の為、利用

する必要がない

45.6%

無回答

19.1%

こども誰でも通園制度(仮称)が創設された場合の利用の希望

子育てに関する事業の認知状況

●親子教室、育児相談

●家庭教育サロン（相談事業）

●保育所や幼稚園等の開放日

●子ども・子育て総合相談室

●子育て支援センターの発信する情報・相談事業

●公民館の子育てサークル

●児童館の親子教室・赤ちゃん教室

●越前市子育て応援誌（Web)

75.4%

28.1%

22.8%

70.2%

1.8%

1.8%

知っている

利用したことがあるか

回答数394

46.9%

2.5%

52.1%

95.2%

1.0%

2.3%

知っている

利用したことがあるか

83.0%

40.1%

15.5%

58.1%

1.5%

1.8%

知っている

利用したことがあるか

69.4%

7.0%

29.6%

91.2%

1.0%

1.8%

知っている

利用したことがあるか

62.9%

22.1%

36.1%

75.7%

1.0%

2.3%

知っている

利用したことがあるか

53.6%

19.5%

43.6%

78.2%

2.8%

2.3%

知っている

利用したことがあるか

65.9%

35.3%

33.1%

62.9%

1.0%

1.8%

知っている

利用したことがあるか

65.9%

35.3%

33.1%

62.9%

1.0%

1.8%

知っている

利用したことがあるか

はい いいえ 無回答

（１４）子育てに関する事業の認知状況について  

●「家庭教育サロン（相談事業）」と「越前市子育て応援誌（Web）」を知っていると回答した割合が、

それぞれ前回を９．１ポイント、１９．７ポイント上回った。そのほかの認知度は前回と大きく

変わっていなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１５）こども誰でも通園制度(仮称)が創設された場合の利用の希望 

●「利用したい」と回答した割合は、２７．９％であった。 
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【資料３－２の参考資料】　前回調査結果（H30年度実施）
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越前市こどもの生活（貧困）に関する調査
結果報告書

令和６年５月

越前市市民福祉部こども未来課

資料３－３



調査の概要

Ⅰ　調査の概要

１．調査の目的

２．調査の名称

「越前市こどもの生活（貧困）に関する調査」

３．調査方法と調査期間

調査対象 ①就学前児童（0歳～5歳）の保護者 900人

②就学児童（小学1年生・小学3年生）の保護者 300人

③小学5年生・中学2年生の保護者 小学5年生 673人

中学2年生 715人

④小学3年生、小学5年生、中学2年生のこども

小学3年生 699人

小学5年生 673人

中学2年生 715人

調査方法

調査期間 ①及び②

令和６年２月２８日（水）～３月１３日（水）

③及び④

令和６年２月１４日（水）～２月２９日（木）

４．調査回収状況

就学児童（小１・小３）の保護者

小５の保護者

中２の保護者

小３・小５・中２のこども

　こどもの生活実態を把握し、すべてのこどもがその生まれ育った環境によって
左右されることなく、健やかに成長していけるよう子育て政策を総合的に推進す
るための検討を行ううえでの基礎資料とするために実施。

①就学前児童の保護者及び②就学児童の保護者には、郵送によ
る配布・回収。

配付数 有効回答数 回収率

900 399 44.3%

③及び④には、学校を通してＱＲコード付きの依頼文を送付
し、ＷＥＢ上で回答。

就学前児童の保護者

300 140 46.7%

2,087 1,360 65.2%

673

715

341 50.7%

271 37.9%
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調査の結果

Ⅱ　調査の結果

１．調査世帯の状況

●世帯構成は「こどもと両親の世帯」が６３．６％と最も高く、次いで「こどもと両
親と祖父母の世帯」が２７．７％である。
●母子または父子のひとり親の世帯は、祖父母との同居世帯をあわせて７．８％であ
る。
●前回と比較し、「こどもと両親の世帯」が８．８ポイント上回っており、「こども
と両親と祖父母の世帯」が４．４ポイント下回っている。「ひとり親世帯」は増減な
し。

こどもと両親の世帯

63.6%

こどもと両親と祖

父母の世帯

27.7%

母子世帯

4.7%

母子と

祖父母

の世…

父子世帯

0.3%

父子と祖父

母の世帯

0.9%

その他

0.5%
無回答

0.3%

世帯の構成

2



調査の結果

Ⅱ　調査の結果

２．経済状況

（１）前年（２０２３年）の世帯全員の手取り収入の合計額

※株式運用などの副収入、児童手当や年金など公的な援助や養育費・仕送りがあれば合計。

（２）現在の暮らしの状況

●全体では「ふつう」が４４．３％、次いで「やや苦しい」が３１．７％で前回とほぼ同じ割合である。

●全体では「７０１万円以上」が２５．６％と最も高く、次いで「５０１万～６００万円」が１８．２％となって
いる。

●前回は「５０１万円以上」３２．１％でひとくくりだった上、「無回答」も３５．５％を占めたので比較はしづ
らいが、「５０１万円以上」は５８．２％.

●世帯構成別では、母子世帯や父子世帯で「大変苦しい」と回答した割合が高く、「やや苦しい」も含めると７割
以上を占めることになる。

13.0%

12.9%

25.9%

9.1%

50.0%

30.0%

16.7%

13.7%

32.1%

28.5%

46.3%

36.4%

25.0%

30.0%

33.3%

31.7%

45.1%

47.0%

27.8%

40.9%

30.0%

33.3%

25.0%

44.3%

6.8%

6.6%

4.5%

25.0%

10.0%

16.7%

6.5%

2.6%

4.1%

4.5%

0.0%

2.9%

0.4%

0.9%

4.5%

75.0%
0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

こどもと両親の世帯

こどもと両親と祖父母の世帯

母子世帯

母子と祖父母の世帯

父子世帯

父子と祖父母の世帯

その他

無回答

全体

現在の暮らしの状況

［世帯構成別〕

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとりがある ゆとりがある 無回答

（N=1,151）

2.0%

1.9%

35.2%

9.1%

25.0%

16.7%

25.0%

3.9%

3.1%

7.2%

38.9%

22.7%

20.0%

50.0%

6.7%

11.7%

11.0%

11.1%

13.6%

50.0%

10.0%

11.6%

19.0%

9.1%

9.3%

13.6%

15.3%

20.9%

16.0%

1.9%

18.2%

10.0%

18.2%

15.4%

15.4%
1.9%

25.0%

10.0%

25.0%

14.4%

23.6%

34.8%

18.2%

50.0%

33.3%

25.6%

4.1%

4.7%
1.9%

4.5%

50.0%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

こどもと両親の世帯

こどもと両親と祖父母の世帯

母子世帯

母子と祖父母の世帯

父子世帯

父子と祖父母の世帯

その他

無回答

全体

年間の手取り収入

200万円以下 201～300万円 301～400万円 401～500万円 501～600万円 601～700万円 701万円以上 無回答

3



調査の結果

Ⅱ　調査の結果

３．相談の状況

（１）子育てに関する悩み

（２）相談相手

●全体では「配偶者・パートナー・祖父母等の親族」８０．９％が最も高くなっている。

●全体では「将来の進学のための学費の貯金等」が５４．３％と一番高く、前回と割合ほぼ変わらないが、次いで
「生活習慣や勉強を教えること」が４１．８％となっており、前回より１０．３ポイント上回り、「教育費の確
保」も３６．８％で前回より１２ポイント上回る結果となっている。

●「こどもの発育・発達」や「こどもへの関わり方」を今回新たに質問を加えた結果、２７．５％、３２．４％。

●手取り収入別で見ると、前回同様、収入が低いほど「生活費の確保」と「教育費の確保」など金銭面の悩みが高
い割合となっている。

●一方で「いない」の回答も１２．３％おり、前回の３．６％から８．７ポイント上回っている。

27.5%

20.0%

27.3%

24.8%

30.1%

25.7%

34.9%

25.4%

26.5%

32.4%

33.3%

26.0%

27.8%

34.1%

29.5%

36.1%

33.9%

38.8%

7.5%

13.3%

9.1%

7.5%

4.5%

5.2%

11.4%

7.5%

6.1%

18.9%

13.3%

24.7%

15.0%

19.9%

17.1%

19.3%

21.4%

12.2%

41.8%

53.3%

53.2%

41.4%

37.5%

31.9%

54.2%

40.3%

38.8%

38.3%

40.0%

39.0%

38.3%

36.4%

34.8%

39.8%

43.1%

24.5%

30.4%

48.9%

50.6%

50.4%

38.6%

30.5%

22.3%

16.3%

10.2%

36.8%

44.4%

55.8%

49.6%

35.8%

45.2%

31.3%

24.4%

24.5%

54.3%

60.0%

58.4%

68.4%

56.3%

62.4%

57.2%

38.0%

51.0%

7.3%

11.1%

14.3%

13.5%

8.0%

7.6%

4.2%

3.7%

4.1%

8.1%

11.1%

6.5%

6.8%

9.1%

8.1%

5.4%

9.8%

6.1%

2.7%

2.2%

1.3%

1.5%

4.5%

1.…

3.6%

3.4%

0.0% 100.0% 200.0% 300.0% 400.0%

全体

200万円以下

201～300万円

301～400万円

401～500万円

501～600万円

601～700万円

701万円以上

無回答

子育てに関する悩み

［年間の手取り収入別］

こどもの発育・発達 こどもへの関わり方 こどもと一緒に食事をする時間がない

こどもとゆっくり話をする時間がない 生活習慣や勉強を教えること 学習習慣の定着や学力の向上

生活費の確保 教育費の確保 将来の進学のための学費の貯金等

修学旅行や部活の遠征費の確保 特にない その他

（複数回答）

N=1151 T=305.8％

N=45 T=351.1％

N=77 T=366.2％

N=133 T=345.1％

N=176 T=314.8％

N=210 T=299.5％

N=166 T=319.9％

N=295 T=267.1％

N=49 T=242.9％

80.9%
37.4%

27.9%
22.2%

0.3%
2.3%
2.6%

5.0%
3.8%
4.7%

0.9%
12.3%

2.9%
0.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者・パートナー・祖父母等の親族

近所に住む友人や知人

近所に住んでいない知人や友人

入園している園の先生（学校の先生、スクールカウンセラーなど）

民生委員・児童委員

公的機関の職員

児童発達支援センターなないろ

かかりつけの医師

子育て支援施設

インターネット・SNS

民間のカウンセラー・電話相談・NPO

いない

その他

無回答

相談相手

4



調査の結果

Ⅱ　調査の結果

４．ヤングケアラーの状況

（１）ヤングケアラーの認知度

（２）ヤングケアラーという言葉を知った場所

●「テレビ、新聞やラジオ」が７７．２％最も高く、次いで「ＳＮＳ・インターネット」が３６．３％となっている。

●「聞いたことがあり、内容も知っている」は６１．３％であり、「聞いたことはあるが、よく知らない」１８．９％、「今回
はじめて聞いた」１９．１％であり４割近くの人には認知されていない。

聞いたことがあり、内

容も知っている
61.3%

聞いたことはあるが、

知らない

18.9%

今回はじめて聞いた

19.1%

無回答

0.8%

ヤングケアラーの認知度

77.2%

14.0%

36.3%

8.1%

1.1%

4.6%

1.2%

3.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

テレビ、新聞やラジオ

雑誌・本

SNS・インターネット

広報、チラシや掲示物

イベント・交流会

学校

友人・知人

その他

ヤングケアラーという言葉を知った場所

5



（３）身近な家庭でヤングケアラーと思われるこどもの存在

●「いない」が７１．９％、「分からない」が２３．７％、「いる」が２．６％となっている。

（４）身近な家庭でヤングケアラーと思われる存在を知った場合の相談相手

●「自分の家族」が６５．６％と突出して多く「相談しない」が７．５％いる。

いる

2.6%

いない

71.9%

わからない

23.7%

無回答

1.7%

身近な家庭でヤングケアラーと思われるこどもの存在

65.6%
3.7%

26.8%
26.5%

3.1%
4.6%

1.5%
1.7%

22.8%
11.3%

3.7%
3.1%

0.4%
1.4%

7.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自分の家族

自分の親戚

友人

学校の先生

保健室の先生

スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラー

医師や看護師

ヘルパーやケアマネジャー

市役所の人や保健センターの人

児童相談所の人

区長や民生委員、主任児童委員

近所の人

SNS上での知り合い

その他

相談しない

相談相手

N＝1,151

6
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越前市こども・若者の意識に関する調査
結果報告書

令和６年５月

越前市市民福祉部こども未来課

資料３－４



調査の概要

Ⅰ　調査の概要

１．調査の目的

２．調査の名称

「越前市こども・若者の意識に関する調査」

３．調査方法と調査期間

調査対象 ●市内15歳～22歳のこども・若者

●市内23歳～30歳の若者

●市内31歳～39歳の若者

※　各年代ごとに400人を無作為抽出

調査方法

調査期間 令和６年２月２８日（水）～３月１３日（水）

４．調査回収状況

有効回答数の内訳

※その他　どちらともいえない、わからない、答えたくない

　こども・若者の育成と問題解決に関するさまざまな施策を推進するため、令
和６年度に「越前市こども計画」を作成する予定であり、今後のこども・若者
支援施策を検討するうえでの基礎資料とするために実施。

ＱＲコード付きハガキを調査対象者に郵送し、ＷＥＢ上で回
答。

15歳～39歳のこども・若者

配付数 有効回答数 回収率

1,200

その他 合計男 女

252 21.0%

28

14 22 1 37

67

25 37 0 62

252

22 35 1 58

合計 98 151 3

15歳～19歳

20歳～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

35歳～39歳

22 44 1

15 13 0

1



調査の結果

Ⅱ　調査の結果

１．将来の結婚希望

（１）将来の結婚希望（未婚者）

（２）異性との出会いの場

●男女とも、出会いの場が「どちらかと言えばない」「ない」と思う人が多い。

●未婚者について、男女ともに「年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見つかれ
ば結婚したい」が最も高くなっているが、男性34.5％、女性41.4％と性別で結婚希望
の意識の差がある。

●結婚を希望している人が、男性の33.4％が「どちらかと言えばないと思う」「ない
と思う」と回答している。

●女性は、「どちらかと言えばないと思う」が18.3％と最も高くなっている。

男性N=58、女性N=67、その他N=2

男性N=102、女性N=126、その他N=4

2



（３）結婚を希望しない理由

●結婚を希望しない理由では「1人の方が気楽だから」が、54.5％と最も高くなってい
る。

9.1%

36.4%

18.2%

54.5%

9.1%

27.3%

36.4%

18.2%

9.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

結婚に向けて行動を起こすことが面倒だから

結婚生活そのものが面倒または大変そうだから

結婚しなくても別に困らないから

一人の方が気楽だから

自分に自信がないから

人とコミュニケーションをとるのが苦手だから

お金がないから

時間がないから

現在学生なので考えたことがない

結婚を希望しない理由 N=11

（複数回答）

3



（４）出会い場の機会利用希望

●「利用したい」「機会があれば利用したい」と回答した割合が最も高いのは「市役
所などが行う、公的な出会いづくり（婚活イベントなど）となっている。

4



調査の結果

Ⅱ　調査の結果

２．こども・若者の居場所

（１）ウェルビーイング

（２）最も幸せだと思う時間

●全体では「家族と過ごしている時」37.1％が最も高くなっている。

●男性では「1人で時間を過ごしている時」の割合が女性より高くなっている。

●全体の87.7％の人が「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答している。

●20歳～24歳では、どちらかといえば、そう思わない」「そう思わない」の割合が最も
高くなっている。

42.9%

53.6%

37.8%

49.3%

41.9%

34.5%

44.8%

39.3%

45.9%

37.3%

43.5%

56.9%

6.7%

3.6%

5.4%

6.0%

12.9%

3.4%

5.6%

3.6%

10.8%

7.5%

1.6%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

15歳～19歳

20歳～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

35歳～39歳

現在、自分が幸せだと思いますか

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない そう思わない

N=252

2.3%

3.5%

1.5%

37.1%

27.1%

44.0%

11.8%

16.5%

8.2%

50.0%

15.4%

14.1%

16.4%

18.1%

23.5%

14.2%

50.0%

14.5%

14.1%

14.9%

0.9%

1.2%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

最も幸せだと思う時間

仕事や勉強をしている時 家族と過ごしている時

友人と過ごしている時 配偶者や恋人（パートナー）と過ごしている時

趣味やスポーツをしている時 1人で自分の時間を過ごしている時

その他

全体N＝221

男性N=85 女性N=134 その他N=2

5



（３）幸せでないと思う理由

●経済的（金銭的）な理由が全体で38.7％と最も高くなっている。

●女性では「人間関係の問題」が男性より高い割合になっている。

（４）幸せを実感しながら生活するために必要なもの

●「自分らしく居られる場所」を選択した割合が63.1％となっている。

●お金（経済的な余裕）が94.8％と最も高くなり、次いで健康な体が84.9％となってい
る。

38.7%

23.1%

47.1%

100.0%

22.6%

15.4%

29.4%

0.0%

9.7%

15.4%

5.9%

6.5%

15.4%

22.6%

30.8%

17.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

幸せでないと思う理由

経済的（金銭的）な理由 人間関係の問題

家族・家庭の問題 健康（身体的）や病気の問題

仕事や勉強の問題 その他

全体N＝３1

男性N=13 女性N=17 その他N=1

94.8%

77.4%
84.9%

20.2%

42.9%

58.3%
51.2%

33.7%

63.1%

3.2%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

幸せを実感しながら生活するために必要なもの N=252

（複数回答）

6



（５）自分らしく居られる居場所

●全体の約93％が「ある」または「どちらかといえばある」と回答している。

●居心地の良い場所は、家庭が56.0％と最も高くなっている。

56.1%

64.9%

100.0%

61.9%

33.7%

29.8%

31.0%

8.2%

4.6%

6.0%

2.0%

0.7%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

その他

全体

自分らしく居られる居場所

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない

N=252

男性N=98 女性N=151 その他N=3

自分の部屋

27.4%

家庭

56.0%

学校（卒業した

学校を含む）

3.4%

職場

3.0%

公共施設

0.4%

公共空間

3.0% 地域

1.7%

インターネッ

ト空間

2.1%

その他

3.0%
居心地の良い場所 N=252

7



（６）自分らしく居られる居場所がない理由

●自分らしく居られる居場所の理由は、「ありのままの自分でいられる」が57.1％と最
も高くなっている。

●「そのような場所がないから」が44.4％と最も高くなっている。

11.5%

47.6%

57.1%

54.0%

13.9%

8.7%

23.4%

6.7%

7.9%

19.0%

2.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

いつでも行きたい時に行けるから

1人で過ごせたり、何もせずのんびりできたりす

るから

ありのままの自分でいられるから

好きなことをして自由に過ごせるから

自分の意見や希望を受け入れてもらえるから

新しいことを学べたり、挑戦できたりするから

悩み事の相談にのってもらえたり、一緒にいてく

れたりする人がいるから

いろいろな人と出会えるから

友人と一緒に過ごせるから

誰にも邪魔されないから

その他

自分らしく居られる居場所の理由 N=252

そのような場所

がないから, 

44.4%

行ってみたい場

所はあるが、行

くのに時間がか

かるから, 5.6%

自分に自信がな

いから, 22.2%

１人でいるほう

が楽だから, 

22.2%

その他, 5.6%

居場所がない理由 N=18
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（７）一番つながりのある人

（「自分が孤独であると時々ある」「常に感じている」と回答した人）

●家族、友人の順に回答が高くなっている。

（８）日常生活で困ったり、悩んだり、不安になったりすること
●今までにあった、又はどちらかといえばあったという回答割合が約75％ある。

83.3%

46.7%

40.0%

31.1%

2.2%

6.7%

8.9%

1.1%

5.6%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

家族

友人

配偶者や恋人（パートナー）

学校・職場の人

地域のつながりのある人

趣味のつながりのある人

インターネットのつながりのある人

市役所などの相談員

そのような人はいない

その他

一番つながりのある人（自分が孤独で
あると時々ある、または常に感じる）

N=90

（３つまで回答）

困ったり、悩んだ

り、不安になったこ

とはない（なること

はない）

7.1%

どちらかといえばな

かった（どちらかと

いえばない）

13.9%

どちらかといえば

あった（どちらかと

いえばある）

40.9%

今までにあった

（今そのような

状況にある）

35.7%

わからない、答えら

れない

2.4%

日常生活で困ったり、悩んだり、

不安になったりすること

N=252
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（８）日常生活で困ったり、悩んだり、不安になったりした原因
●勉強や仕事の問題が27.5％と最も高くなっている。

（９）誰にも相談したくない理由
●「相談しても解決できないと思うから」が63.9％と最も高くなっている。

18.7%

7.3%

0.5%

17.1%

8.3%

7.3%

27.5%

2.1%

3.6%

7.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

人間関係

精神的な病気

身体的な病気・けが

経済的・金銭的な問題

妊娠・子育て

何もかも否定的に考えてしまう

勉強や仕事の問題

悩みや不安が相談できない

わからない

その他

困ったり、悩んだり、不安になった主な原因 N=193

63.9%

41.7%

30.6%

16.7%

16.7%

25.0%

13.9%

16.7%

27.8%

13.9%

5.6%

19.4%

11.1%

13.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

相談しても解決できないと思うから

自分ひとりで解決するべきだと思うから

誰にも知られたくないことだから

自分が変な人に思われるのではないかと不安…

自分の欠点や失敗を悪く言われそうだから

相手がどんな人かわからないから

何を聞かれるか不安だから

嫌なこと、できないことをするように言われそ…

相手にうまく伝えられないから

裏切られたり、失望するのが嫌だから

お金がかかると思うから

相談して嫌な思いをしたことがあるから

特に理由はない、分からない

その他

誰にも相談したくない理由
N=36
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（10）こども・若者を対象とした相談機関等の認知度

（11）行政などによる支援や相談機関等の事業は、ニーズと合っているか。

●「事業についてよく知らない」と回答している割合が54.8％と最も高くなっている。

●「越前市子ども・子育て総合相談室（現：こども家庭センター）」が40.5％と最も高
くなっている。
●「どれも知らない」と回答した割合が34.9％となっている。

合っている

12.3%
合っているが、不

足していると思う

11.5%

合っていない

5.2%事業についてよく

知らない（知る機会

がない）

54.8%

必要ではない（必

要としていない）

16.3%

行政などによる支援や相談機関の事業は
ニーズと合っているか。

N=252
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